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ま え が き

自動車産業の品質マネジメントシステム規格 ISO/TS 16949 は、当時の ISO 

9001 規格と、それまでのアメリカ自動車産業の品質システム規格 QS-9000 を

ベースに、1999 年に国際規格として制定されました。ISO/TS 16949 では、い

わゆる品質マネジメントシステムの要求事項以外に、多くの自動車産業固有の

要求事項が含まれており、その中にコアツールと呼ばれる技法がありました。

ISO/TS 16949 のコアツールとしては、アメリカの AIAG（アメリカ自動車

産業協会）が発行した、APQP、PPAP、FMEA、SPC および MSA の 5 種類が、

業界標準として扱われていました。すなわち ISO/TS 16949 では、規格要求事

項もコアツールも、アメリカ版が世界標準となっていました。

ISO/TS 16949 は、ISO 9001 規格の 2015 年版の発行を受けて、2016 年に大

幅に改訂され、新たに IATF 16949 規格が制定されました。IATF 16949 では、

引用されている技法の内容が大幅に変わりました。それまでの、アメリカの

AIAG 版だけでなく、ドイツの VDA（ドイツ自動車工業会）発行の技法が多く

含まれるようになりました。すなわち IATF 16949 規格の内容は、それまでの

アメリカ中心からドイツ寄りに変わったといえます。

また、コアツールの 1 つである FMEA（故障モード影響解析）という技法は、

今までは AIAG 版と VDA 版の両方が存在していましたが、ユーザーの便宜

を考慮して、2019 年にアメリカ・ドイツ統一版の AIAG & VDA FMEA ハン

ドブックが発行されました。この新しい FMEA ハンドブックは、それまでの

VDA 版の FMEA に近い内容となりました。このように、自動車産業規格の

リーダーシップが、アメリカからドイツへ移行しつつあるといえます。

本書では、このような背景のもと、VDA 規格および主な技法について、拙

著の IATF 16949 シリーズと同様、図解によりわかりやすく解説します。

本書は、次の各章で構成されています。

第 1 章　IATF 16949 と VDA 規格

この章では、IATF 16949 における VDA 規格、および VDA 監査規格につ

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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いて解説します。

第 2 章　VDA 新規部品の成熟度保証（MLA）

この章では、「新規部品の成熟度保証」の概要、リスク評価、成熟度評価、

他の関連マニュアルとの関係、および成熟度評価基準について解説します。

第 3 章　VDA 頑健な生産プロセス（RPP）

この章では、「頑健な生産プロセス」の定義と概要、RPP の前提条件とチェ

ックポイント、RPP に対する標準、および RPP の様式について解説します。

第 4 章　VDA 6.3 プロセス監査

この章では、VDA 規格の中で最も重要視されている VDA 6.3「プロセス監

査」に関して、プロセス監査の概要、ポテンシャル分析、プロセス監査の評価、

およびサービスに対するプロセス監査について解説します。

第 5 章　VDA 6.5 製品監査

この章では、「製品監査」の目的と適用範囲、監査プログラムと監査計画、製

品監査の実施とフォローアップ、および監査員の資格認定について解説します。

第 6 章　VDA 2 生産プロセスおよび製品承認（PPA）

この章では、PPA の目的と適用範囲、PPA プロセスの手順、PPA プロセス

の実施、PPA 関連事項、および PPA の様式について解説します。

第 7 章　VDA 4 品質保証技法

この章では、VDA 4「プロセス概観における品質保証」に含まれている、

製造フィージビリティ分析、DFMA、DFSS、および 8D 技法について解説し

ます。

第 8 章　AIAG & VDA FMEA 

この章では、AIAG（アメリカ）と VDA（ドイツ）の共同作業の結果統一され

た FMEA である、AIAG & VDA FMEA ハンドブックに関して、FMEA の

基礎、設計 FMEA、プロセス FMEA、および新しく登場した FMEA-MSR（監

視およびシステム応答の補足 FMEA）ついて解説します。

本書は、次のような方々に読んでいただき、活用されることを目的としてい

ます。

①�　IATF 16949 において今までの標準であった、AIAG（アメリカ）のコア

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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ツールではなく、VDA 6.3「プロセス監査」や、VDA「新規部品の成熟

度保証」（MLA）など、VDA 規格に従った管理を、ドイツやヨーロッパの

自動車産業の顧客から要求されている組織の方々

②�　製品の設計開発や製造工程の管理の改善・管理に有効で、AIAG 版より

も充実している VDA 規格の内容を理解し、習得したいと考えておられる

方々

③�　自動車産業の品質マネジメントシステム IATF 16949 認証取得を検討中

または IATF 16949 認証を維持しておられる組織の方々

④�　新しく発行された AIAG & VDA FMEA ハンドブックの内容を理解し

たいと考えておられる方々

読者のみなさんの会社の IATF 16949 認証取得、および認証取得後の VDA

規格の活用、ならびに VDA 6.3 プロセス監査における顧客および供給者対応

のために、本書がお役に立つことを期待しています。
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さい。
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第 4 章　VDA 6.3 プロセス監査

4.1　プロセス監査の概要

4.1.1　VDA 6.3 プロセス監査規格
IATF 16949 規格では、品質マネジメントシステム監査（箇条 9.2.2.2）と製造

工程監査（箇条 9.2.2.3）が要求されています。この章では、VDA 6.3「プロセス

監査」（process audit）について解説します。VDA 6 シリーズにおける VDA 6.3

「プロセス監査」の位置づけは、図 4.1 のようになります。

ドイツ自動車メーカーやその 1 次サプライヤー（以降顧客という）と取引をす

る企業は、製品や製造工程の開発段階および生産段階において、VDA 6.3 の

「プロセス監査」を受ける、または自己監査を行うことが要求されます。VDA 

6.3「プロセス監査」は、「新規部品の成熟度保証」（MLA）および「頑健な生産

プロセス」（RPP）と密接な関係があります。MLA や RPP が確実に行われてい

るかどうかを「プロセス監査」で確認することになります（図 4.2 参照）。VDA 

6.3 では、物的製品（有形の製品）を製造するサプライヤーの製品実現活動を、

製品ライフサイクルのフェーズに合わせて、図 4.3 に示す 7 つのプロセス要素

（P1 ～ P7）に分類し、それらのプロセス要素の品質能力を評価します。

連続生産（物的製品） サービス 生産手段（設備）

シス

テム

VDA 6 VDA 6.1、VDA 6.2、VDA 6.4 に対する認証要求事項

VDA 6.1

品質マネジメン

トシステム監査

・連続生産　

VDA 6.2

品質マネジメン

トシステム監査

・サービス

VDA 6.4

品質マネジメン

トシステム監査

・生産手段

プロ

セス
VDA 6.3

プロセス監査

・連続生産およびサービス
VDA 6.7

プロセス監査

・生産手段

製品 VDA 6.5 製品監査

図 4.1　VDA 6 シリーズ監査規格における VDA 6.3 プロセス監査の位置づけ

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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4.1　プロセス監査の概要

VDA 6.3「プロセス監査」は、IATF 16949 の製造工程監査のことであると

誤解されている場合があるようですが、VDA 6.3「プロセス監査」の対象プロ

セスは製造工程とは限りません。製品ライフサイクル（life cycle）全般に対して、

VDA 6.3 で規定されている P1 から P7 までの 7 つのプロセス要素が対象とな

ります。VDA 6.3「プロセス監査」は、IATF 16949 の品質マネジメントシス

テム監査と製造工程監査の両方に相当することになります（図 4.5 参照）。

サプライヤーが、自己監査として「プロセス監査」を実施する際に、1 つ

製品ライフ

サイクル
製品・プロセス開発 SOP 連続生産

VDA 規格

新規部品の成熟度保証（MLA）

プロセス監査 頑健な生産プロセス（RPP）

プロセス監査

VDA 6.3 プロセス監査

［備考］SOP：生産開始（start of production）

図 4.2　MLA および RPP と VDA 6.3 プロセス監査

VDA 6.3 プロセス

監査の対象
≠ 製造工程

VDA 6.3 プロセス

監査の対象
＝

製品ライフ

サイクル

（製品実現

プロセス）

VDA 6.3 のプロセス要素

・P1：ポテンシャル分析

・P2：プロジェクトマネジメント

・P3：製品およびプロセス開発の計画

・P4：製品およびプロセス開発の実行

・P5：サプライヤーマネジメント

・P6：生産プロセス分析

・P7：顧客サービス

図 4.3　VDA 6.3 におけるプロセス監査の対象

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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第 4 章　VDA 6.3 プロセス監査

の問題となる点は、サプライヤーが自社の品質マネジメントシステムで定義

しているプロセスと VDA 6.3 のプロセス要素が異なることです。したがって、

VDA 6.3 の各プロセス要素が品質マネジメントシステムのプロセスとどのよ

うな関係があるのかを、表などで明確にするとよいでしょう（図 4.6 参照）。

VDA 6.3「プロセス監査」は、物的製品（有形の製品）の製品開発プロセス /

連続生産（serial production、VDA-MLA のフル生産）、およびサービス（無形

の製品）に対するサービス開発プロセス / サービス提供に適用されますが、本

書では主として、自動車部品である物的製品について説明します。VDA 6.3

にはまた、組込ソフトウェアを持つ製品におけるハードウェアとソフトウェア

間のインタフェースが含まれていますが、ソフトウェア開発の詳細な評価に関

しては、ソフトウェアの技法（例：オートモーティブ SPICE、CMMI（能力成

熟度モデル統合、capability maturity model integration））を適用するとよいで

しょう。

4.1.2　プロセス監査の適用範囲
VDA 6.3「プロセス監査」は、製品の開発および生産（連続生産）の要求事項

への適合性だけでなく、有効性を評価するための手法です。すなわち「プロセ

ス監査」の目標は、要求事項および仕様書におけるプロセスおよびプロセス段

階（プロセスステップ）の適合性と有効性を確認することです。したがって、監

査所見において不適合製品の発生が予想できる場合、監査ではどのようなリス

クが生じるかを考慮することが必要です。

VDA 6.3「プロセス監査」を使用して、製品開発プロセス（PEP、product 

development process）は、生産開始（SOP、start of production）前に分析する

ことができ、成熟度（maturity level）およびプロセスリスクが評価できます。

自動車産業のサプライチェーン（顧客－組織－サプライヤー－サブサプライ

ヤー）の関係を図 4.4 に示します。この図のように、VDA 6.3 を含む VDA 規

格では、IATF 16949（ISO 9001）でいう組織のことをサプライヤーと呼んでい

ますが、供給者をサプライヤーと呼ぶこともあり、注意が必要です。

製品ライフサイクルと VDA 6.3 のプロセス要素の関係を図 4.5 に示します。

無断使用をお断りします。日科技連出版社



93

4.1　プロセス監査の概要

サブサプライヤー

sub-supplier

サプライヤー（供給者）

supplier

顧　客

customer

サプライヤー（供給者）

supplier

組　織

organization

顧　客

customer

図 4.4　サプライチェーン（VDA 6.3 における 2 つの表現）

顧客の製品ライフサイクル

組織/サプライヤーの製品ライフサイクル

VDA 6.3のプロセス要素

生産開始（SOP）契約発行

契約発行受注 生産開始（SOP）

製品 /プ
ロセスの
定義

契約レビ
ュー

製品 /
プロセ
スの定
義

製品 /
プロセ
ス開発

サプライヤ
ーの事前選
定、ポテン
シャル分析

サプライ
ヤーの事
前選定、
ポテンシ
ャル分析

製品 /プロセス開発
連続
生産

顧客サ
ービス

連続
生産

顧客サ
ービス

P1：ポテンシャル分析

P2：プロジェクトマネジメント

P5：サプライヤーマネジメント

P6：生産プロセス分析

P7：顧客サービス

P4：製品およびプロセス開発の実施

P3：製品およびプロセス開発の計画

［出典］　『VDA 6.3 Process Audit』［1］をもとに著者作成

図 4.5　製品ライフサイクルと VDA 6.3 のプロセス要素
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